
保育料負担増の軽減策の拡充
保育士の賃金引上げを

切実な要望だしあい懇談
――市政報告会ひらく

精神障がい者の運賃割引
市電、地下鉄が先行実施を

　「精神障がい者にも身体・知
的障がい者と同等に運賃割引
を」――陳述に立った障道協
の片石松蔵会長とＮＰＯ法人
「すみれ会」に通う大倉康範
さんが訴えました。
　市は「３障がいは同一の考
え」といいながら、割引によ
る減収などを理由に背を向け
ました。
　坂本議員は、「自立と社会参加のためにも地下鉄と

市電がただちに先行
実施すべき」と強く
求めました。陳情は
継続審査となりまし
た。

　「保育料の負担増に対する緩和策が２年間の限定で、
在園児に限られているのは問題」――保護者や保育関
係者が国の制度変更による保育料負担増への緩和策の
拡充や保育士の
賃金改善などを
求める請願を行
いました。
　平岡議員は、
「保育士の退職
理由のトップが
給与の低さ、処
遇改善こそ安定
雇用につながる」
とただしました。

　労働組合や業者、保育、障がい者団体など多数が参
加しました。
　懇談では「営利企業の参入や無資格でも可能など、
新制度で保育の質の低下が心配」「精神障がい者の運
賃割引を地下鉄、市電で先行実施を」「非正規が全国
で４割と貧困化が
…。厳しい冬を越
す燃料手当を」な
ど、切実な要望が
だされました。

質問にたつ平岡議員（文教委員会）

参加者と懇談する党市議団 医療団体から要望をうける

中小業者のみなさんと
懇談

市民の願い
  まっすぐ議会へ 日本共産党札幌市議団

（中央区）

小形 かおり

☎520-2272

中央区
南５条西10丁目

（北区）

坂本きょう子

☎738-9550

北区北23条
西３丁目２-55 ２階

（東区）

太田 秀子

☎786-0011

東区伏古
４条３丁目４-30

（東区）

平岡 大介

☎752-1266

東区北25条
東７丁目２-22

（白石区）

伊藤 りち子

☎864-2580

白石区
平和通３丁目北５-１

（厚別区）

村上 ひとし

☎894-4616

厚別区厚別中央
３条２丁目16-41

（豊平区）

池田 ゆみ

☎818-8367 

豊平区豊平４条
10丁目２-13

（西区）

田中 啓介

☎615-5631

西区八軒
５条西３丁目４-12

生活相談を実施しています　日本共産党札幌市議団（☎211-3221/fax218-5124）か各市政事務所まで
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市民団体と懇談・交流

　中小業者や医療団体などと懇談し、切実な要望を聞
き、その実現のために力を合わせています。

質問する坂本議員
（経済委員会）

陳述する片石さんと大倉さん

札幌市中央区北1条西2丁目　札幌市役所内
TEL011‐211‐3221　FAX011‐218‐5124
ＨＰ：http://www.jcp-sapporo.jp/

発行／日本共産党札幌市議会議員団事務局

日本共産党札幌市議団の活動と見解を紹介します。
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高すぎる国保料引き下げ
保育料負担増への支援強化を

秋元市長に98項目の要望
　党市議団は12月14日、秋元市長に「2016年度予算に関
する要望」を提出。高すぎる国保料の引き下げや保育料負
担増への支援を新入園児にも広げることなど、98項目を
要望しました。

日本共産党
札幌市議団

　「立憲主義」とは、たとえ多数をもってい
る政権党でも、憲法の枠は絶対守らないとい
けないという考え方です。　
　安倍自公政権に審判を下し、憲法違反の戦
争法を廃止して立憲主義を取り戻そう。

　第４回定例会（11月27日～ 12月10日）で、太田秀子
議員が代表質問に立ち、秋元克広市長の政治姿勢をただ
しました。

　陸上自衛隊北部方面隊で、隊員に「家族への手紙」と
いう名の “遺書 ”を書かせていた問題を指摘、「憲法違
反の戦争法の強行は立憲主義を否定するもの」とただし
ました。
　市長は、「憲法は最高法規として全ての公務員が擁護
する義務を負う」と一般論をいうだけで、自らの考えは
明らかにしませんでした。

　翁
お

長
なが

知事による埋め立て承認取り消しを、国が力ずく
で覆そうというのは「対等であるべき地方自治を侵害す
るもの」と批判しました。
　市長は、「対話による解決に至っていないことは残念」
「国と地方自治体との関係は対等であるべき」とのべま
した。

戦争法強行は
立憲主義の否定

一般論をいうだけで、
　自らの考え明らかにせず

埋め立て承認取り消し

国と地方は、
　　対等であるべき

戦争法廃止を訴える（左から）小形、池田、太田、
平岡、坂本、田中、伊藤、村上の各議員

秋元市長に要望書を手渡す

――市長の政治姿勢ただす―― 代表質問の後
傍聴者と懇談会
多数の傍聴者が詰めか
けるなか、初の代表質
問に立った太田議員が
あいさつ。
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取り戻そう立憲主義



歩道除雪、パートナーシップ除雪の支援強化を

建設費1000億円
ムダな道路建設やめよ！

西風で放射性物質が札幌に飛来
市民の生命が重大な危険に

　道路除雪費は年間約128億円ですが、歩道除雪費はそのなかのわずか4.1％で
す。通勤、通学時に車道を歩かざるを得ない事態を一刻も早く解決するために

も、歩道除雪を強化すべきと求めました。また、高齢化でますます大変となる除雪問題を見
据え、パートナーシップ除雪を年２回に増やすなど、財政支援の強化を訴えました。

 “札幌商工会議所など経済界が熱望 ”“1000億円規模の巨大事業 (市
の負担200億円 )”と報じられる都心アクセス道路。
　札幌商工会議所は、地下トンネル (案 )を秋元市長に「提言」、市長は、
共産党の質問に「創成川通のアク
セス強化が必要」と答弁しました。
　市の調査でも「混雑度」は最低
ランクで「渋滞やそれに伴う極端
な遅れはほとんどない」という創
成川通に、巨額の道路建設など、
とんでもありません。

　"泊原発の１日も早い再稼働をめざす "という北海道電力。「冬季は、札幌に
向かう西風が７割という泊原発で過酷事故がおきた場合、どのような対策をとるのか」とた
だしました。
　市は、「30㌔圏外は屋内退避が基本」「国や道からの指示により対応する」というだけ。
西風にのって高濃度の放射性物質が飛来すれば市民の生命は重大な危険にさらされます。泊
原発の再稼働はやめるべきです。

都心
アクセス　
道路

泊原発
再稼働

秋元市長に保育料の負担増を見直し、軽減策を講じるよう求める共産党市議団

視覚
障がい者　
支援

　共産党市議団は、「市として支援策を講じるべき」と追及。
市は「制度上やむを得ない」と背を向けていましたが、保護
者や保育関係者の運動と共産党のくり返しの追及に、ついに
緩和措置を行うと表明しました。新入園児にも対象を広げる
ためにさらに力をつくします。

保育料
値上げ

誰もが安心して暮らせる街に！

基準の引き下げによる影響を調査せよ
――「調査してみたい」と答弁

なくせ！官製ワーキングプア
指定管理者制度の見直しを保護者の運動と共産党の追及で

市が軽減策を表明

ＩＣタグレコーダーの保険適用を
――「対象品目として検討していく」

田中啓介 議員池田ゆみ 議員太田秀子 議員伊藤りち子 議員 小形かおり 議員村上ひとし 議員坂本きょう子 議員

戦争法案の廃止を求める意見書
第３・４回定例会での主な意見書に対する各党の態度

主な意見書等 結
果
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多子世帯の保育料負担軽減策の実施を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
夜間中学校の整備と拡充等を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
自治体に対する子ども医療費国庫負担削減の見直し
及び子ども医療費助成の制度化を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

安全保障関連法の廃止を求める意見書 否決 ○ × ○ × ○ ○ ○
住宅扶助費削減の撤回と生活扶助費及び冬季加算の
削減中止を求める意見書 否決 ○ × ○ × ○ ○ ○

所得税法第56条の廃止を求める意見書 否決 ○ × × × ○ ○ ○

都心アクセス道路
（北３条通～札幌新道 約４㎞）

平岡大介 議員

　「国民の所得が低下しているから生活保護費も引き下げる考え方自体が間違
っている」と批判。最低賃金や就学援助など各種制度の引き下げに連動すると指摘し、「市
民生活への影響を調査すべき」とただしました。
　「調査の必要はない」としていた市も、「貧困対策は喫緊の課題」と追及すると「引き下げ
の影響について調査してみたい」と答えました。

　市の施設の管理・運営を民間企業などに代行させる
指定管理者制度が、非正規雇用を拡大し官製ワーキングプアを生みだしています。
　指定管理者は133施設に及び、正規職員が1,098名で非正規職員は2,288名、そこから再委
託される清掃など労働者の賃金が最低賃金と同程度である実態を示し、その改善と指定管理
者制度の抜本的な見直しを求めました。
　市は、低賃金の実態を「認識している」とし、指定管理者を選定するさい「労働環境の維
持向上に資する提案については加点し、賃金の底上げをはかりたい」とのべました。

　「収入が増えてないのに保育料が１万円
も上がった」「３万円も上がって暮らして
いけない」――昨年９月から保育料の算
定基準が変わり多子世帯ほど保育料が高
くなり、悲鳴が上がりました。少子化対
策に逆行するものです。

　ＩＣタグというシールに自分の声を録音し、食料品
や薬などに貼ることで識別できるＩＣタグレコーダー

は、視覚障がい者が自立し、安全に生活するうえで不可欠、給付対
象にすべきと求めました。
　市は、「要望を十分考慮し、対象品目として検討していく」と前
向きな姿勢を示しました。

働く
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生活
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札幌商工会議所による
整備イメージ（案:断面）

“渋滞に伴う遅れほ
とんどない”のに負担増に待った！


